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小山遺跡（東中野町）



　盛岡市街地から南東に約２kmの丘陵地に立地する遺跡です。東側には縄文時代前～中期を
主体とした砂溜遺跡、和田遺跡、仁反田遺跡が分布し、これらをまとめて小山遺跡群としてい
ます。過去の調査では竪穴建物跡、土坑、縄文土器や石器などが見つかっています。
　今回の調査では竪穴建物跡２棟、土坑６基、小穴２口が見
つかり、竪穴建物跡からは石囲炉が見つかりました。複数の
竪穴建物跡や土坑が重複していることから、調査地点は縄文
時代中期の集落跡と考えられます。遺物は縄文土器、土偶、
石器が出土しました。

　　　　　　　　　　さだまり　　　　　　　わだ　　　　　　　　にたんだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たてあなたてものあと　　  どこう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  しょうけつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  いしがこいろ　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      どぐう　　

  せっき

　米内川流域の低位段丘上および高森山山地北端部に位置する遺跡です。過去の調査では、
竪穴建物跡 90 棟以上、土坑 500 基以上など多くの遺構が見つかっており、大規模な集落で
あったと考えられています。
　今回の調査では、縄文時代晩期の土坑 59 基と遺物包
含層が見つかりました。土坑は重なり合った（切り合っ
た）状態で見つかっており、貯蔵穴または墓だったと
考えられます。
　遺物は土坑内または土坑上部に集中しており、縄文
時代晩期の土器・石器が出土しました。

　　  よないがわ　　　　　　　

たてあなたてものあと　　　　　　　　　 　　  どこう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　  いぶつほう

がんそう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ちょぞうけつ

　旧北上川と中津川の丘陵を利用して築かれた平山城で、初代盛岡藩主の南部信直とその子で 2代藩主
の利直が、約 40 年もの歳月をかけて築いた南部氏の居城です。明治維新後、城内の建物はほとんど取り
壊されますが、築城当時を知ることができる石垣が良好に残されていることから、昭和 12 年 (1937) に
国指定史跡となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　今年度は、三ノ丸では瓦門の内容確認調査を行いました。調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　 地点は木の根や公園整備の工事により大きく乱されていたため、
　　　　　　　　　　　　　　　　　 瓦門跡と思われる遺構は確認されませんでしたが、瓦門周辺の塀
　　　　　　　　　　　　　　　　　 に使われたと思われる瓦が多く出土しました。本丸地区では、本
　　　　　　　　　　　　　　　　　 丸御殿跡等の遺構確認調査を行いました。調査の結果、平成５年
　　　　　　　　　　　　　　　　　 度の調査で発見された礎石を再確認し、それに続く礎石が発見さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 れたほか、新たに本丸御殿の礎石 13 石を確認しました。

　  きゅうきたかみがわ　    なかつがわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ひらやまじろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　  なんぶのぶなお

　　としなお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     かわらもん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ごてんあと　  　

　盛岡駅から北北東に約 3.4 ㎞離れた緑が丘地内にある、北上川東岸の丘陵に位置する縄文時
代の遺跡です。近隣には西黒石野遺跡や黒石野平遺跡があります。右京長根遺跡を含む周辺の
地域は、丘陵を刻む沢によって侵食され、起伏の多い地形になっています。これまでの調査で
も、縄文時代の陥し穴状土坑（動物を狩猟する罠）が数多く発見されています。
　今回の調査では、土坑を１基確認しました。土坑はその形状から、縄文時代の人々が狩猟に
使用した陥し穴と考えられ、当時この地域は狩猟の場であったと考えられます。今回の調査で
は、遺物は確認されませんでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　にしくろいしの　　　　　　  くろいしのだいら

　　　　　　　　　　　　　　おと　　　　　　  どこう　　　　　　　　しゅりょう　　　  わな

　盛岡駅から約２km北西の天昌寺町・北天昌寺町に所在
する遺跡で、雫石川北岸の台地上に位置しています。過去
の調査では、陶磁器など主に 14 ～ 16 世紀の遺構や遺物
が見つかっており、特に現在の天昌寺付近からは15～16
世紀の豪族の城館跡が発見されています。
　今回の調査では、中世以降のものと考えられる土坑２基
と小柱穴 16 口が発見されました。調査区南側で見つかっ
た土坑は、土坑墓の可能性が考えられます。遺物が発見
されなかったことから詳細な時期は分かりませんが、周
辺の調査の事例から 14 ～ 16 世紀のものと考えられます。

　

　　　　　　　　　　　 しずくいしがわ

　　　　　　　　　　　　　とうじき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いこう　　　いぶつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    どこう

　しょうちゅうけつ

　　　　　　　　　　　 どこうぼ


